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1.序論 

現在，日本各地の海岸ではマイクロプラスチック

などのゴミ問題や汀線後退などの問題を抱えてい

る．日本の砂浜にはヒメスナホリムシやシロチドリ，

ウミガメなど砂浜を生活史にしている生物が多く

いる 1)．しかし，2000年代では砂浜は年々減少傾向

にある 2)．現在の日本では海岸エコトーンについて

の研究が少なく，生物多様性の面から重要視されて

いるにも関わらず，大分県内においては現状把握も

行われていない．本研究では，生物の生息環境とし

ての砂浜に着目し，人間活動と砂浜環境との関係に

ついて研究する． 

 

2.研究の目的と研究対象地概要 

2-1.研究の目的 

田ノ浦海岸における海岸エコトーンの現状を把

握し，管理方法の違いが海岸エコトーンに与える

影響を明らかにすることを本研究の目的とする． 

2-2.研究対象地概要 

今回研究対象とする田ノ浦海岸は，大分県大分

市大字神崎 4253に位置し，1995 年に別大国道の

交通混雑解消をねらいとした 6車線の拡幅工事に

あわせ，多くの人が気軽に楽しめるレジャー基地

として田ノ浦海岸を活性化，新たに人工海浜や沖

合に浮かぶミニ人工島がつくられた 3)．田ノ浦海

岸の位置図を図-1に示す．図-2のように年間の使

用者の過去 9年間の平均は 219,876人である． 

 

 

図-1 田ノ浦海岸位置図 

 

図-2 田ノ浦海岸利用者数推移 

 

3.現地調査 

田ノ浦海岸に生息する代表的な生物として，夏

季(2020年 7月 26日)に行った水生生物調査の結果

を表-1に示す． 

 

表-1 生物調査の結果 

 

 

田ノ浦海岸では遊泳区域とマリーンスポーツ区

域，ほとんど利用されていない区域がわかれてい

た．そのエリアを図-3に，それぞれのエリアの現

状の写真を図-4～8に示す．図-3において，図面

中央下部にレストハウスが位置し，水色で示した

区域は遊泳エリア，緑色で示した区域はマリンス

ポーツエリア，黄色の番号は図-4～8の写真撮影

位置と対応している． 
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図-3 田ノ浦海岸利用エリア 

 

 

図-4 ①遊泳エリアの現状写真 

 

 

図-5 ②収集ゴミ仮置き箇所の現状写真 

 

 

図-6 ③マリンスポーツエリアの現状写真 

 

遊泳区域とマリーンスポーツ区域では夏に管理

清掃が行われ，清掃で回収した漂着ゴミや海藻な

どは人工島への連絡橋の下に置かれるため，海藻

から栄養を得て，その範囲に植生が確認された． 

遊泳区域やレストハウスに近い場所については

海岸利用者が多く，管理も行き届き植生も確認で

きず，砂浜環境が維持されていた． 

レストハウスから離れ，ほとんど管理のされて

いないエリアについては植生が多く確認された． 

管理されているエリアとされていないエリアに

よって海岸のエコトーンが形成されていた． 

 

図-7 ④利用されず植生が繁茂したエリアの現状写真 

 

 
図-8 ⑤利用も管理もされていないエリアの現状写真 

 

4.考察 

 遊泳区域やマリーンスポーツ区域では夏の利用

者も多く，秋から冬にかけても部活動などの練習

等に多く利用されているため，通年利用が行われ

ており年間を通して草があまり生えておらず，砂

浜環境が維持されていた． 

 砂浜を生活史にしている生物のための砂浜を保

全していくのは重要なことであるため，エリアマ

ネジメント等計画的な維持・管理を行っていく筆

行がある． 

今後の研究として，田ノ浦海岸に生息する生物

の詳細な調査や，海岸管理が植生に与える影響，

砂浜・草地の拡大縮小を調査することなどが考え

られる． 
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